
大分空港

【空港概況】

・種別（設置管理者） ：第二種空港（国土交通大臣）

・位置 ：大分県国東市

・面積 ：148ha

・滑走路（長さ×幅） ：3,000ｍ×45ｍ

・運用時間（利用時間） ：14時間 (7:30～21:30)

【沿革】

・昭和３２年 供用開始（旧大分空港）

・昭和４３年 供用廃止（旧大分空港）

・昭和４６年 新大分空港供用開始

・昭和４８年 大分空港へ名称変更

・昭和５７年 滑走路延長（2,000ｍ→2,500ｍ）供用開始

・昭和６３年 滑走路延長（2,500ｍ→3,000ｍ）供用開始

・平成 ４年 国際線ターミナルビル供用開始

【輸送実績】

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

40,884 30,900国際 35,238 53,621 36,347

1,825,906 1,833,909乗降客数(人) 国内 1,966,053 1,955,241 1,918,051

1,866,790 1,864,809合計 2,001,291 2,008,862 1,954,398

0 0国際 1 0 2

13,885 13,174貨物取扱量(t) 国内 12,637 15,047 15,269

13,885 13,174合計 12,638 15,047 15,271

248 178国際 196 256 212

8,639 8,972着陸回数(回) 国内 8,314 8,299 8,511

8,887 9,150合計 8,510 8,555 8,723

※国際線乗降客数には、通過客を含む
※発着回数は、着陸回数の概ね２倍である
※空港管理状況調書（国土交通省航空局）より


